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危険なビーナス       東野 圭吾／著 

蜜蜂と遠雷         恩田 陸／著 

コンビニ人間        村田 沙耶香／著 

恋のゴンドラ        東野 圭吾／著 

九十歳。何がめでたい    佐藤 愛子／著 

罪の声   塩田 武士／著 

三鬼   宮部 みゆき／著 

雪煙チェイス  東野 圭吾／著 

氷の轍   桜木 紫乃／著 

みかづき   森 絵都／著 

猿の見る夢         桐野 夏生／著 

望み           雫井 脩介／著 

火花          又吉 直樹／著 

夜行         森見 登美彦／著 

沈黙法廷       佐々木 譲／著 

i    西 加奈子／著 

大沼ワルツ   谷村 志穂／著 

やめてみた。   わたなべ ぽん／著 

ハリー・ポッターと呪いの子  J.K.ローリング／著 

どんなに体がかたい人でもベターッと 

開脚できるようになるすごい方法   Eiko／著 

こどもの読書週間イベント 「親子で図書館へ お話会と工作」 

 日 時：平成 29 年 4月 29 日（土）午前 10時～11 時 30 分 

場 所：函館市中央図書館 2 階大研修室 

定 員：子ども 20人（先着順） 

対 象：3歳から小学校低学年まで親子で参加 

参加費：無料 

申込み：4月 14 日（金）午前 9時 30 分から中央図書館へお電話または総合カウンターにて受付 

お問い合わせ先 中央図書館 ☎35-5500 

昨年ご好評いただいた「お話会と工作」を今年も開催いたします。 

読み聞かせボランティアによる動物のお話をはじめ、お子さんにはおめん作りや手あそびにも 

挑戦してもらいます。ぜひふるってご参加ください。 

＼平成29 年3月2 日現在，予約回数の多かった本をご案内しています。／ 



 

タイトル：「ばあばは、だいじょうぶ」 
 

このお話は、とある場所にある 24時間休むことなく動いているガス工場のお話です。 

工場の中にはいろいろな部署があって、たくさんのおじさんたちが働いています。 

たとえば、香りを研究している「におい部」や大きなラッパをつくる「おと部」などがあります。 

実はこの工場、体の中にあるのです。そして、ガスとは・・・・・ 

お話に登場するおじさんたちの働きぶりがおもしろく描かれており、ひとりで読んでも、    

読み聞かせにもおすすめの 1冊です。 

 

タイトル：「きもの文様図鑑」  

タイトル：「ガスこうじょう 

ききいっぱつ」 

  

着付けでも、着こなしでもなく、着物の“文様”にスポットを当てた 1冊です。 

この本を読むと普段何気なく目にしている縞模様や格子にも歴史や意味があることがわかりま

す。着物に興味はあるけれど、なんとなく堅苦しいイメージを持っている方は、まずお気に入り

の文様を見つけることを入口にしてみては如何でしょうか。着物をもっと身近な存在にしたいと

多方面で活躍されていた木村孝さんの想いがギュッと濃縮されたような、入門編とも言える 1 冊

です。同時期に出版された同じ著者の「きもの用語事典」も合わせてご覧ください。 

 

 

著者：シゲリ カツヒコ 出版社：ポプラ社（2016 年 1 月） 

 

著者：木村 孝／監修 出版社：ハースト婦人画報社（2012 年 2 月） 

 

著者：楠 章子／著 出版者：童心社（2016 年 12 月） 

いつも「つばさはだいじょうぶだよ」と言ってくれたばあばが「わすれてしまう」  

病気（認知症）になってしまい、そんなばあばにやさしくできなくなっていくつばさ。 

いつも守ってくれる人だったばあば。今度はつばさが守ってあげるばん。    

認知症、介護について大人も考えさせられる絵本だと思います。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

                函館鳥かん図（be001128） 

「大正広重」の異名を持つ吉田初三郎による昭和 23 年頃の作品です。初三郎独特の手法で大胆

にデフォルメされた鳥瞰図には当時の函館の観光名所や主要施設が描きこまれています。細部を見

れば市電や汽車が走っていたり、温泉街からは湯気が立ち上っていたりと見ていて楽しくなる絵で

す。ぜひデジタル資料館で拡大してご覧になってみてください。（参考文献「吉田初三郎の鳥瞰図

を読む」河出書房新社,2009） 

館
長
随
想
（
十
二
） 

新
学
期
を
迎
え
、
新
入
生
、
新
入
社
員
の
皆
さ
ん
は
、
期
待
と
不
安
の

中
で
初
登
校
、
初
出
勤
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
図
書
館
は
新
し
い
ス
タ

ッ
フ
の
加
入
は
な
い
の
で
、
昨
年
度
と
同
じ
顔
ぶ
れ
で
サ
ー
ビ
ス
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
は
、
先
ず
入
口
入
っ
て
す
ぐ
の
総
合
サ
ー
ビ
ス
デ
ス

ク
で
行
い
ま
す
。
通
常
カ
ウ
ン
タ
ー
と
呼
ば
れ
ま
す
が
、
私
の
司
書
課
程

の
先
生
で
、
学
生
時
代
か
ら
三
〇
年
以
上
教
え
を
受
け
た
菅
原
峻
先
生
は
、

カ
ウ
ン
タ
ー
は
物
を
渡
す
だ
け
の
場
所
、
サ
ー
ビ
ス
を
す
る
場
所
な
ら
サ

ー
ビ
ス
デ
ス
ク
と
呼
ぶ
よ
う
に
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
中
央
図
書
館
開
館
時

に
設
置
さ
れ
た
サ
イ
ン
、
案
内
図
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
デ
ス
ク
と
明
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
中
央
図
書
館
の
建
設
に
、
先
生
の
直
接
の
指
導
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
建
設
に
関
わ
っ
た
人
の
中
に
先
生
の
教
え
に
共
鳴
し
た
人

が
い
た
こ
と
で
、
サ
ー
ビ
ス
デ
ス
ク
と
表
記
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。 

図
書
館
で
働
く
職
員
は
エ
プ
ロ
ン
を
着
用
す
る
所
が
多
い
の
で
す
が
、

先
生
か
ら
昔
の
主
婦
は
お
客
様
が
来
た
時
は
割
烹
着
を
脱
い
で
か
ら
玄
関

に
出
迎
え
た
も
の
で
す
。
だ
か
ら
サ
ー
ビ
ス
デ
ス
ク
で
お
客
様
の
前
に
立

つ
と
き
エ
プ
ロ
ン
を
付
け
て
い
る
の
は
も
っ
て
の
ほ
か
で
す
と
言
わ
れ
ま

し
た
。
割
烹
着
で
応
対
し
て
い
い
の
は
、
勝
手
口
に
届
け
に
来
る
酒
屋
さ

ん
な
ど
だ
け
と
教
わ
り
ま
し
た
。
昔
は
お
酒
も
醤
油
も
一
升
瓶
で
買
い
、

重
た
い
の
で
酒
屋
さ
ん
が
届
け
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
代
を
か
ろ
う

じ
て
知
っ
て
い
る
の
は
、
私
が
最
後
の
世
代
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

函
館
の
図
書
館
で
は
ベ
ス
ト
を
制
服
に
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
秋
以

降
に
変
更
の
予
定
も
あ
り
ま
す
。 

 




